
NO. 項 現行 改訂後

1 Ⅲ－８

１－３－３－１　計画流出土砂量
　解説
　　計画流出土砂量は、第Ⅱ編第２章第２節２－２－２の方法に基づき算出する。ただし、算出
した計画流出土砂量が1,000m3以下の場合は、計画流出土砂量を1,000m3とする。

１－３－３－１　計画流出土砂量
　解説
　　計画流出土砂量は、第Ⅱ編第２章第２節２－２－２の方法に基づき算出する。ただし、算出
した計画流出土砂量が1,000m3以下の場合は、計画流出土砂量を1,000m3とする。
　なお、補助基準点においても、計画流出土砂量は、1,000m3を下限とする。

2 Ⅲ－２０

　１）土石流・流木捕捉工の場合（T f ）：計算例を、PⅢ-23に示す。 　１）土石流・流木捕捉工の場合（T f ）：計算例を、P.Ⅲ-22に示す。

3 Ⅲ－２０

（２）洪水到達時間
　合理式法において用いる洪水到達時間は、原則として雨水が流域から河道に至る流入時間
と河道の洪水伝播時間（流下時間）の和とするが、土石流・流木捕捉工においては（Ⅲ-19）式
により求めることとし、洪水到達時間が30分に達しない場合は、30分とする。
　なお、洪水到達時間は砂防施設の種別、河床勾配の条件により算定式を使い分けて求め
る。

（２）洪水到達時間
　合理式法において用いる洪水到達時間は、原則として雨水が流域から河道に至る流入時間
と河道の洪水伝播時間（流下時間）の和とするが、土石流・流木捕捉工においては（Ⅲ-19）式
により求めることとする。

4 Ⅲ－２０

２）河床勾配 i≦1/20（1/20より緩い）の渓流保全工の場合
　①流入時間（T1）

　　河川砂防技術基準（河.計P35）による基準値（特に急傾斜面積流域）を準用し、20分を使用
する。

２）土石流・流木捕捉工以外の施設の場合
　①流入時間（T1）

　　流入時間は、流域の排水路の整備状況によって異なるが、将来の整備状況を推定して定
めるものとする。本県においては図Ⅲ-1-Aを用いるものとするが、流入時間（T1）が20分に満

たない場合は、流入時間（T1）=20分とする。
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5 Ⅲ－２１

②流下時間（To)

　Kraven

　

②流下時間（To)
　流下時間は、流路平均勾配が1/20より緩い場合はKraven（クラーヘン）式を用い、1/20より
急な場合はRziha（ルチーハ）式を用いる。

　【Kraven式】（河床勾配i≦1/20（1/20より緩い）の場合

6 Ⅲ－２２

③洪水到達時間（Tf）

7 Ⅲ－２２

３）河床勾配ｉ＞1/20（1/20より急）の渓流保全工の場合
①流入時間（Ｔ1 ）
河川砂防技術基準（河.計P35）による基準値（特に急傾斜面流域）を準用し、20分を使用
する。
②流下時間（Ｔ0 ）
Ｒｚｉｈａ（ルチーハ）式

　【Rziha式】：河床勾配i > 1/20 （1/20より急勾配）の場合

削除
（別の「③洪水到達時間(Tｆ)」に合わせました。）
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8 Ⅲ－２２

③洪水到達時間（Tf ） ③洪水到達時間（Tf ）

9 Ⅲ－２７

10 Ⅲ－３２
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12 Ⅳ－４４

13 Ⅳ－４９

14 Ⅳ－５０

15 Ⅳ－５０
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16 Ⅳ－５２

17 Ⅳ－５８

18 Ⅳ－６７

３－８－４　間詰工
　
 　　不透過型砂防えん堤におけるの上下流の余堀部は、所定の高さまで基礎部及び
　嵌入部を間詰により保護しなければならない。

３－８－４　間詰工
　
 　　不透過型砂防えん堤におけるの上下流の余堀部は、所定の高さまで基礎部及
　び嵌入部を間詰により保護しなければならない。

19 Ⅴ－１１

５．砂防ダムに係わるコンクリートスランプについて
　　建設工事積算基準 第Ⅱ編共通工 第4章コンクリート工 の「設計基準強度に対する
　呼び強度表」に記載されている砂防ダムのコンクリートスランプの適用範囲については、
　下記のとおりとする。
　　ただし、現場条件によりこれによりがたい場合は、別途検討すること。
　　　（１）砂防ダムのコンクリートスランプの適用範囲
　　　　　　・えん堤工、水叩工、側壁工、副堤工（垂直壁）、単独床固工

＋
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20 Ⅴ－１１

６．


